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SP-A (PE10) Mouse IgG MoAb 
 
容量 : 500 μg 

 
はじめに : 肺サーファクタントはⅡ型肺胞上皮細胞で産生され、肺胞腔へ分泌されるリポ

タンパク複合体です。その主要な構成タンパクであるサーファクタント(アポ)
プロテイン A (SP-A)は、還元処理した状態で分子量 35kDa の糖タンパク質で
あり、有用な肺腺がんの免疫組織化学的マーカーです。 

  PE10 抗体の反応性は、正常のⅡ型肺細胞と肺胞マクロファージは細胞質に
SP-A 陽性を示し、一方、Ⅰ型肺細胞、気管支表層の上皮細胞および気管支腺
細胞では反応しません。SP-A に対する免疫反応は過形成のⅡ型肺細胞にも見
られ、正常のⅡ型肺細胞よりも過形成のⅡ型肺細胞でより強く見られます。初
期の肺腺がんにおいて、SP-A は組織学的分化の段階により分類された種々の
腺がんと同様に発現が見られます。 

 
免疫抗原 : 精製 Surfactant apoprotein A 
 
起源 : マウス×マウス ハイブリドーマ 
   
クローン名 : PE10  サブクラス :  IgG2b 
 
精製方法 : Protein A による特異精製 
 
包装形態 : 1 % BSA, 0.05 % NaN3 含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 
再生方法 : 精製水 1.0 mL 添加 (この時濃度は 500 μg/mL となります) 
 
保存方法及び : 2～8°C 保存  5 年間安定 
安定性  溶解後 -20°C 保存  2 年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 約 100 倍希釈(約 5 μg/mL)にて使用可能 
使用方法  (ホルマリン固定・パラフィン包埋切片：加熱処理による抗原賦活で染色性が向

上します) 
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